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目　的

広域的な林野火災が発生した場合において、消防活動

等を行う関係機関での情報共有・伝達及び連携のあり方、

住民に対する広報・情報提供のあり方、また活動時におけ

る偵察・情報収集手段としての無人航空機（UAV）の利

用可能性について検討を行い、林野火災発生時の消防体

制の整備を図り、被害の低減に資することを目的として、

「広域的な林野火災の発生時における消防活動体制のあり

方検討会」が発足しました。

検討項目

（１）林野火災発生時における関係機関の連携のあり方

林野火災が発生し広域化（大規模化）した場合、関係機

関が一体となった活動を行うための情報収集・伝達、情

報共有・連携のあり方について検討を行います。

（２）住民に対する広報・情報提供等のあり方

林野火災が広範に拡大した場合や道路交通やライフラ

インへの影響が危惧される場合の住民に対する火災の状

況等の広報・情報伝達のあり方、居住区域に延焼する恐

れがある場合の早急な危険区域の把握及び避難勧告・指

示のあり方について検討を行います。

（３）ＵＡＶの活用可能性

林野火災における情報収集手段として、無人航空機

（ＵＡＶ）の一種であるカイトプレーンの活用可能性につい

て検討を行います。

今後の予定

消防庁では、検討会の中で前述の検討項目について検

討を行い、本年度中に報告書を取りまとめる予定です。
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